運用力養成の為の英語学習
―自らの学びの構築の為にー
（全体がSpiral Syllabusになっています。）
最初にこの様な事実を...

Hakuta博士の研究レポート (Hakuta, 2000)
小学校1年生からアメリカの小学校に入った移民の子供は、勉強に十分な英語運用力（青谷注：ネイティブレベルではない）を身に付けるのに、最低でも4年、時には7年くらい掛かる。中学終了時にやっとネイティブスピーカーレベルになる事も多い。勿論成らない場合も有る。（青谷注：殆ど高度な言語使用を要しない小学生だからこそ、4年でも何とか使い物に成る英語力が達成出来る。大人が必要とする英語力には10年は掛かる。）
Segalowitz教授：海外語学研修 (Segalowitz, et al., 2004)
カナダ人がスペインで1学期間のスペイン語研修を受けた。週17時間の授業が13週間。彼等のレベル分けは、上級Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ 中級Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ 初級Ⅰ,Ⅱ,Ⅲであるが、ワンレベルしか向上しなかった。つまり、中級Ⅰの人は海外研修後に中級Ⅱに成っただけである。次のレベルに上がらなかった人も居た（青谷注：22人中10人。カナダに留まった人々では18人中13人）。特に文法の試験では、カナダに留まった人達の方が成績が良かった。因みにカナダで勉強した人の総合力は、多くの場合学期始めと同じレベルに留まった。
Georgetown大学の研究 (Berg, Connor-Linton, & Paige, 2009)
10%の海外研修参加者の会話力は低下。24%は変わらなかった（国内では22%と36%）。留学中は女子学生の進歩が統計的により大きい。専攻に依る違いは無い。国内で何年も学んでも、中級の中から上で進歩が止まっている人が多い。海外ではワンレベルくらい上がる。
英語学習　＝　戦力の強化　＋　現有戦力の活用
戦力の強化
単語力の強化（丸覚え＋多読・多聴）
定式言語と共起（Formulaic Language & Collocation）：chunks（＝かたまり）
表現・慣用句の習得（Output時＋Input時）
冠詞・前置詞（精読・精聴＋多読・多聴＋訂正）
現有戦力の活用
流暢さ・自動性の養成（おはな＝おおく、はやく、なんども）
英語の高度化：速力・補足力・予測力、高次の表現力→造表現力
（ネイティブ並みを普通に求める国際社会）
英語学習の三つの螺旋

· 知識の二重螺旋：宣言的知識と手続き的知識

· 戦略の三重螺旋：精と多、多様・包括・統合、最適化
· 訓練の四重螺旋：意味重視のインプット、意味重視のアウトプット、言語形式の学習、流暢さの養成

戦略の三重螺旋：全体像としての“IDO”
· Intensive-Extensive Dichotomy（精と多）
　形式理解と意味処理（精読・多読が具体例）
· Diversity, Comprehensiveness, and Integration（多様・包括・統合）
　言語の全ての側面を統括的に
　Integrative and Interactive Language Use (I Love U)：典型的言語使用

· Optimization（最適化）
　Dynamic Optimization (Do!)
  I + εとかI + 1の考え
　つまり、常に進歩に目を向けている訳です。

『語彙』

· 7000から10,000語（word families）が必要

· 受験レベル（最低2000語、理想は4000から5000語）までは、しっかり丸覚え：これが無いと、多聴・多読が始められない。

· 第一段階は英和辞典（どのレベルの単語でも同じ）：発音も覚える（発音記号の重要性）、使用例をよく読む、最後の方等にちょっとだけ出ている意味・用例は原則として初心者はあまり使わない様に。

· JACET8000英単語 「大学英語教育学会基本語リスト」に基づく
· 後に多読・多聴でfine tuning

· TOEFL用の語彙、TOEIC用の語彙等は、ある意味存在（別な話）
· British National Corpus: http://www.natcorp.ox.ac.uk/
Brown Corpus: http://khnt.hit.uib.no/icame/manuals/INDEX.HTM
Cobuild Concordance and Collocations Sampler: 
http://www.collins.co.uk/Corpus/CorpusSearch.aspx
『定式言語』

· 言語の知識を規則の体系として把握する。
· 内的構造の分析処理をせずに扱われる構造単位。

· 左半球が言語の知識の分析的処理を担う。

· 右半球が非分析的・統合的処理を担当する。

· 典型的なネイティブスピーカーは5,6万語の語彙。

· 定式言語の数は何万。
訓練の四重螺旋

意味重視のインプット：純粋に意味重視
構文解析をせずに意味が取れるのが理想

Inputが英語学習の基本：常に意味先行
『聴く』：Scriptの有る物中心

· http://www.voanews.com/ → “Learning English” tab → Find a Story By Program → 全部で毎週2時間分くらい。（多聴）
一応毎年100万語を目安とする。VOAのSpecial Englishでは、毎週4時間聞けば100万語レベル（毎分100語×240分×50週＝毎年120万語）。大体、各ストーリーを2回聞くとこれくらい。
· http://www.voanews.com/ → “TV & Radio Programs” tab → alphabetical listing: Our World（script付き）やIssues in the News
· Scriptの分からない部分に下線。（精聴）：分からない部分とは、音が聞けない部分と単語は分かっても意味の取れない部分。単語や表現や構文レベルの問題と処理スピードの問題が有る。（読んだら分かるが、聴解は出来ないのか、読んでも分からないのか。）

· 発音が間違っていると当然聞けない。→ 単語の発音も学ぶ。
耳コピーは大人（生後7ヶ月以上??）には不可能。よって、
発音記号を学ぶ（各音の説明＋経験）

『読む』：Voice of AmericaのSpecial English

· 上記のscriptを全て読む。（毎週10,000語）

· 毎年100万語を目標とすべき。

· 12ptだと、密に書かれたA4一枚で700から800語くらい。単純計算で一日に密に書かれたA4を4ページ読めば、365日で100万語を超える。

· Normal speedの物は従

· TV&Radio Programs: Our World for science, Focus, New American Voices, Only in America, VOA News Now, （以下はscript無し）Issues in the News, Press Conference USA etc., etc.

· http://www.voanews.com/ → Listen Live又はLatest News
· Graded Readersも一つのやり方：Macmillan Readers, Oxford Bookworms, Penguin Readers等々（語彙や構文が限られている）
参考：http://www.seg.co.jp/sss/review/osusume.html
· 音読：英語の音出しの為の筋トレが必要な人の場合、中学・高校の教科書など

意味重視のアウトプット：形式にも自然に留意
意味を出す為のアウトプットだが、

Inputよりsyntax等の形式に注意が向く。

Outputが英語運用の基本

OutputでIntegrativeな学習
『書く』：和文英訳ではなく、英作文
· 自由作文：寝る前の3分日記（小学生の日記＝事実の羅列、大人の日記＝思索・意見）

· 課題作文：TOEFL Writing Topics
（http://www.ets.org/Media/Tests/TOEFL/pdf/989563wt.pdf）
例1
People attend college or university for many different reasons (for example, new experiences, career preparation, increased knowledge). Why do you think people attend college or university? Use specific reasons and examples to support your answer.
例2
Nowadays, food has become easier to prepare. Has this change improved the way people live? Use specific reasons and examples to support your answer.
例3
Some people think that governments should spend as much money as possible on developing or buying computer technology. Other people disagree and think that this money should be spent on more basic needs. Which one of these opinions do you agree with? Use specific reasons and details to support your answer.
· どんどん書くphase

· 見直したり辞書や参考書を見るphase

· 弱点・間違いの前景化のプロセス

· 不確かな単語・あやふやな表現の脳内データベースを持っておく。

· 時折native speakerや上級者に直してもらう。

· 誤りの拡大再生産を避ける。

· Fossilization（化石化）を避ける。（間違った英語の定着・向上せず停滞）

· 英和辞典が基本。例文をしっかり見る。

· ネット検索、Corpus検索
· Googleの場合の一例：検索ボックスに「+“revitalize economy” +.nytimes」又「+“refresh economy” +nytimes」と入れる。New York Timesがこういう表現を使っているかどうか調べられる。（NY Timesに＊ついて＊述べている他のサイトは要注意）

· British National Corpus: http://www.natcorp.ox.ac.uk/
· Cobuild Concordance and Collocations Sampler: http://www.collins.co.uk/Corpus/CorpusSearch.aspx
· 但し、冠詞等については米・英の違いに留意する必要が有る。
『話す』：「通じればよい」は通じない
· 発音やリズム・イントネーションを含めた筋トレ：朗読・音読
テキスト・手本は既に有る状態で脳への負荷を下げ、英語の音出し練習に専念する。

· 録音・再生（フィードバックループ）：computerでやるべき。

· 上級者・ネイティブスピーカーのチェック（発音・rhythm・intonation）

· 基本的にはドンドン喋る練習：意訳・略訳・概訳・ズレ訳

· 寝る前の3分間口頭日記（小学生の日記＝事実の羅列、大人の日記＝思索・意見）：日記を実際に書いた後にやっても良いが、箇条書き程度のメモが御勧め。

· 独言

· Play-by-play（実況）：動作・状況の英語解説

· Pair Work（一人でも出来る）

· 口頭翻訳訓練（日本語の文の内容翻訳）：意訳・略訳・概訳・ズレ訳

· 精話：会話パートナー・上級者・ネイティブスピーカーのチェック

· 作文課題の活用：既に作文した物を口頭で。但し、読むのではなく、作文を見ずに、口頭作文をやる。

· TOEFL-type speech（15:45等）: improvisational & extemporaneous

実は『話す力』は英語での思考や書く力の直接的インフラであり、聞く力の間接的インフラである。
実は『話す』事は、上位・上級技能ではなく、下位技能である。

「隗（=下位）より始めよ」

流暢さの養成：速く・多く・何度も（自動性へ）

　時間を掛けなくても完全に分る教材や、時間を少し掛ければ、ほぼ完全に分かる教材を使用。
　意味重視のインプット・アウトプット用の教材でも良い。

　「分かるから出来る」と共に「出来れば分かる」（青谷注：多くの事例が使えたり、知識として豊富な具体例が分っていたりすると、その裏の＊法則性＊が分る。つまり、出会ったことのない他のケースでも分る。さらに様々な状況で単語・表現を使う事により、その単語・表現の理解が深まる。「出来れば分る」とは、「出来れば応用法が分る」「出来れば意味がより良く分る」の意。）も又真なり。
· 時限練習：Time Pressure（速く）

· 量をこなす：Extensive Training（多く）

· 反復練習：Repetition（何度も）
英語学習　＝　戦力の強化　＋　現有戦力の活用
参考サイト

ListeningとReading

Voice of America (Normal Speed):
http://www1.voanews.com/english/news/
(voanews.comだけで入れます。)

Voice of America (Special English: 2/3のスピード、語彙は2000語):
http://www1.voanews.com/learningenglish/home/
辞書サイト

OneLook Dictionary Search

http://www.onelook.com/
表現・Collocation等を調べるサイト

British National Corpus: http://www.natcorp.ox.ac.uk/

Brown Corpus: http://khnt.hit.uib.no/icame/manuals/INDEX.HTM

Cobuild Concordance and Collocations Sampler:
http://www.collins.co.uk/Corpus/CorpusSearch.aspx
青谷のサイト内のサイト

http://aoitani.net/Links.html

http://aoitani.net/Listening.html

【講演のスライド】（ネタ・音楽等は外してあります。）
http://aoitani.net/TOEFL_Speech/TOEFL_Speaking_2009.ppt
【Speaking Task 1, Task 2 練習用ファイル】
http://aoitani.net/TOEFL_Speech/TOEFL_Speaking.doc
【TOEFL Writing Topics：エッセイ用トピック群】
http://aoitani.net/TOEFL_Speech/TOEFL_Writing_Topics.doc
【青谷のSpeakingサンプル群】：この説明ページにtranscriptsや音源へのアクセス法有り。
http://aoitani.net/TOEFL_Speech/README.doc
【Free Conversationのトピック群】
http://aoitani.net/TOEFL_Speech/Conversation_Questions.doc
【作文の間違いから学ぶ】
http://aoitani.net/Essay_Corrections.html
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